
日
本
産
米
使
う
宅
配

　
　「和
弁
当
」販
売
ス
タ
ー
ト（
全
農
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
香
港
㈱
）

新型コロナ対策徹底し対面方式で
「秋の朝市」（富山県本部）

「岡山農畜水産物マルシェ 
  ～おかやまるしぇ～」開催（岡山県本部）

JAグループ宮城
「農業機械大展示会2020」開催（宮城県本部）

コロナ禍での農家応援や消費喚起 
今年度の取り組みを紹介（広報･調査部）

「とくしまブランドde簡単料理コンテスト
 2020」開催（徳島県本部）

第14回「全農学生『酪農の夢』コンクール」
開催（酪農部）

ＪＡタウンショップ紹介
　JAしみずアンテナショップきらり（静岡県）

2面

Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

https://www.zennoh-weekly.jp/

6 

7
面

82

4-5

3

取り組みが本格化する農泊の事業化（６－７面）

香港で販売を始めた「和弁当」（２面）

第１４回「酪農の夢」コンクールで入賞した
皆さん（８面）

農泊の事業化へ取り組み本格化
（くらし支援事業部）
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News!

News!

日本産米使う宅配「和弁当」販売スタート

新型コロナ対策徹底し対面方式で「秋の朝市」

日本産農畜産物の輸出拡大目指す

ＪＡ富山市も協力し、富山県産農畜産物をＰＲ

全農インターナショナル香港（株）

富山県本部

　
全
農
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
香
港

（株）
は
11
月
、香
港
食
品
大
手
の
四

洲
集
団
有
限
公
司
と
業
務
提
携
し
、日
本
炊
飯
セ
ン
タ
ー
稼
働
と「
和
な
ご
み

弁
当
」の
販
売
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
富
山
県
本
部
と
株
式
会
社
J
A
ラ
イ
フ
富
山
は
11
月
21
、22
の
両
日
、

J
A
富
山
市
と
協
力
し
、富
山
市
の
富
山
県
本
部
生
活
セ
ン
タ
ー
で「
秋

の
朝
市
」を
開
き
ま
し
た
。2
日
間
で
1
1
0
0
人
を
超
え
る
多
く
の

お
客
さ
ま
が
来
場
し
ま
し
た
。

　
香
港
中
心
街
は
飲
食
店
が
少

な
い
た
め
、昼
食
時
に
は「
ラ
ン

チ
難
民
」が
発
生
す
る
よ
う
な
こ

と
が
し
ば
し
ば
。そ
こ
で
、四
洲

集
団
有
限
公
司
は
そ
の
よ
う
な

方
々
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
日

本
プ
レ
ミ
ア
感
の
あ
る
オ
フ
ィ

ス
宅
配
弁
当
事
業
を
始
め
ま
し

た
。特
徴
は
日
本
か
ら
ガ
ス
式
炊

飯
設
備
を
導
入
し
た〝
ガ
ス
炊

　
こ
の
取
り
組
み
は
、新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影

響
で
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
に

な
り
、県
産
農
畜
産
物
を
Ｐ
Ｒ
す

る
機
会
が
減
っ
て
い
る
こ
と
を

受
け
て
行
い
ま
し
た
。今
回
は
、

「
少
し
ず
つ
日
常
の
社
会
経
済
活

動
を
取
り
戻
し
て
い
こ
う
」と
の

想
い
の
も
と
、７
月
に
開
い
た
ド

ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
方
式
か
ら
対
面

販
売
方
式
と
し
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
対
策
を

き
ご
は
ん
〟（
香
港
で
は
蒸
す
の

が
一
般
的
）で
、日
本
産
の
半
熟

煮
卵
も
大
変
好
評
で
す
。
そ
の

ほ
か
全
農
の
特
徴
を
出
す
た
め
、

リ
ン
ゴ
な
ど
の
果
物
や
J
A

ジ
ュ
ー
ス
・
お
茶
な
ど
も
一
緒

に
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
今
回
炊
飯
設
備

を
導
入
し
た
給
食
セ
ン
タ
ー

か
ら
市
内
約
1
0
0
校
・
約

2
万
8
0
0
0
食
提
供
し

て
い
る
学
校
給
食
に
つ
い

て
も
、日
本
米
給
食
の
提
供

を
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。

　

全
農
は
こ
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
通
じ
て
、日
本
産

農
畜
産
物
の
輸
出
拡
大
に

努
め
ま
す
。

徹
底
し
て
開
き
ま
し
た
。

　
店
頭
に
は
県
産
野
菜
・
果
物

を
は
じ
め
、
県
産
牛
・
豚
肉
、

「
富ふ

富ふ

富ふ

」の
米
焼
酎
の
他
、エ
ー

コ
ー
プ
マ
ー
ク
品
な
ど
約
80
品

目
の
商
品
を
取
り
そ
ろ
え
ま
し

た
。Ｊ
Ａ
富
山
市
も
、と
れ
た
て

野
菜
の
販
売
や
農
機
具
・
自
動

車
の
特
別
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
冬
支
度
に
向
け
て
縄
や

ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
な
ど
を

特
別
価
格
で
販
売
し
ま
し
た
。

導
入
し
た
ガ
ス
式
炊
飯
設
備

香港で販売を始めた「和弁当」（右）と付け合わせの日本産半熟煮卵
も好評の弁当

多くの来場者でにぎわうＪＡ富山市のテント

人気だった県産野菜コーナー

22020 12.14 vol.946

JA
 Z

ennoh W
eekly

ニ
ュ
ー
ス
＆
ト
ピ
ッ
ク
ス



News!

News!

「岡山農畜水産物マルシェ ～おかやまるしぇ～」開催

JAグループ宮城「農業機械大展示会 2020」開催

県産農畜水産物の消費拡大目指す

コロナ禍で生産者待望の県統一展示会

岡山県本部

宮城県本部

　
岡
山
県
本
部
は
11
月
15
日
、J
A
グ
ル
ー
プ
岡
山
・
J
F
岡
山
漁
連

と「
岡
山
農
畜
水
産
物
マ
ル
シ
ェ
〜
お
か
や
ま
る
し
ぇ
〜
」（
後
援
：
岡

山
県
）を
岡
山
市
の
J
R
岡
山
駅
東
口
駅
前
広
場
で
開
き
ま
し
た
。

　
宮
城
県
本
部
は
11
月
18
、19
の
両
日
、仙
台
市
の
夢
メ
ッ
セ
み
や
ぎ

で「
J
A
グ
ル
ー
プ
宮
城 

農
業
機
械
大
展
示
会
2
0
2
0
」を
開
き
ま

し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
コ
ロ
ナ
禍

で
苦
労
さ
れ
て
い
る
農
家
・
生

産
者
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
岡
山
県
産
の
米
や
野

菜
・
果
物
、肉
、水
産
物
、さ
ま

ざ
ま
な
加
工
品
な
ど
が
並
び
、

岡
山
県
本
部
は
肉
、卵
、牛
串
焼

き
を
販
売
し
ま
し
た
。
さ
ら
に

里
海
米「
き
ぬ
む
す
め
」（
新
米

2
合
パ
ッ
ク
）を
無
料
で
配
布

し
、大
変
好
評
で
し
た
。岡
山
県

　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
初
の
県
統
一

展
示
会
と
い
う
こ
と
で
、
密
に

な
ら
な
い
レ
イ
ア
ウ
ト
や
来
場

者
・
ス
タ
ッ
フ
全
員
の
検
温
な

ど
、来
場
者
だ
け
で
な
く
J
A
・

出
展
メ
ー
カ
ー
も
安
心
し
て
参

加
で
き
る
よ
う
感
染
症
対
策
を

産
農
畜
水
産
物
の
消
費
拡
大
に

加
え
て
、
来
場
者
に
岡
山
の
秋

の
味
覚
を
存
分
に
味
わ
っ
て
い

た
だ
け
た
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま

し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
売
上
金
な

ど
の
収
益
金
は
、
後
日
実
施
予

定
の「
お
花
の
無
料
配
布
」の
原

資
と
し
、
さ
ら
な
る
岡
山
県
産

農
畜
水
産
物
の
消
費
拡
大
に
取

り
組
み
ま
す
。

徹
底
し
て
実
施
し
ま
し
た
。
ま

た
、
今
回
は
バ
ス
動
員
・
食
事

の
提
供
・
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
し
な
い
な
ど
、
こ
れ
ま

で
に
な
い
形
で
の
展
示
会
と
な

り
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
催
で
不
安

も
あ
り
ま
し
た
が
、

1
5
5
7
人
に
来

場
い
た
だ
き
、「
展

示
会
の
開
催
を
待
っ

て
い
た
」「
実
機
を

見
て
購
入
を
決
め
た

か
っ
た
」な
ど
生
産

者
に
と
っ
て
待
望
の

機
会
で
あ
っ
た
こ
と

が
う
か
が
え
ま
し

た
。

　

宮
城
県
本
部
と

J
A
グ
ル
ー
プ
宮
城

は
今
後
も
農
家
組
合

員
の
安
全
を
第
一
に

考
え
な
が
ら
、生
産

者
が
求
め
る
情
報
発

信
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

笑
味
ち
ゃ
ん
も
登
場
し
、里
海
米

「
き
ぬ
む
す
め
」を
無
料
配
布

牛
串
焼
き
の
販
売
コ
ー
ナ
ー

感
染
症
対
策
を
徹
底
し
て
開
い
た
農
業
機
械
大
展
示
会
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　全農は、広報活動を通じた社会貢献（SR）や国産農畜産物の消費拡大に取り組んでいます。コロナ禍の中でも安全・安
心な農畜産物を届けてくださっている農家の皆さんへ感謝と応援の気持ちを届ける企画「農家応援企画」や、新型コロナウ
イルスの影響を受ける農畜産物の消費喚起、アイドルグループと連携した幅広い層への食と農の魅力発信など、今年度の
取り組みを紹介します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　  【広報・調査部】

　コロナ禍でも安全・安心な農畜産物を届けてくれる農家
の皆さんに感謝と応援の気持ちを届けることを目的に、「響
け！ 大地のエール『#農家の皆さんありがとう』プロジェクト」
を実施。全農所属の卓球日本代表・石川佳純選手がプロ
ジェクトの意義や農家の皆さんへの感謝と応援の気持ちを
動画で伝え、この想いに賛同した千葉県・習志野高校吹奏
楽部の皆さんが全農のCMソング「大地のエール」を力強く
演奏する動画を公開、累計66万回再生されています。
　また「全農広報部スポーツ応援」公式Twitterでは、全国
47都道府県のお米やお肉などの特産品が
当たるプレゼントキャンペーンも実施しました。

　新型コロナウイルスの影響を受け、畜産物や生花などの需要が落ち込み、それらの消費喚起を目的に、キャンペーンを
実施しました。

　花の需要喚起を目的に、ラジオ局TOKYO ＦＭと合同で
“花”にまつわるアーティストが集結するオンラインの夏フェス
「ＪＡ全農COUNTDOWN JAPAN “HanaUtaFes”（ハナ
ウタフェス）」を9月27日に開催しました。「あなたの代わりに
お花がライブに参加」をコンセプトに、特設サイトで花を購入
すると、アーティストと一緒にライブを彩った花が後日、自宅
へ配送される仕組みをとりました、ＪＡタウンでは特設ページを
開設し、会場を彩る花を販売しました。また、花の消費拡大
に向けたTOKYO FMとの合同キャンペーンも実施しました。

　昨年10月に「全農の食の応援団」に就任した虹のコン
キスタドール（以下、虹コン）と、7月からYouTube番組「全
農presents届け！ファンファーム」（全12話）を放送していま
す。番組では虹コンメンバーが田植えや稲刈り、野菜の収
穫などの農作業、直売所訪問、お米の収穫や販売など、さ
まざまな経験を通し、食と農の大切さを伝えています。
　次号12月21日号は、JA全青協・田中
圭介会長との対談をお届けします。

全農はこれからも、広報活動を通じた農業への理解促進や国産農畜産物の需要喚起などに取り組みます。

　8月26日にメディアを対象とした
「和牛サミット」を開催。コロナ禍にお
ける和牛を取り巻く現状を伝えること
を目的に和牛の生産から流通加工、
販売に関わる業界の方々によるトー
クセッションを行いました。８月29日
「焼肉の日」は自宅で焼き肉を楽しん

でもらおうとグラフィック広告「焼肉の
土俵」を主要スポーツ紙に掲出。この
広告にはこの夏の頑張りを労いごほ
うびに和牛で元気をつけて欲しいとい
う願いをこめた「じぶ
んに、ギュウ。」マーク
も登場。今後もこの
マークを長期的に活
用していきます。

　11月29日はＢＳテレ東が実施する
「ＢＳテレ東 いい肉の日」に全面協力。
BSテレ東ではこの日は朝から晩まで
一日中「肉」をテーマとした特別編成
を行いました。番組からの取材依頼

への対応やBSテレ東と合同でプレ
ゼントキャンペーンも実施。実演販売
士“ボス水野”さんを起用し和牛のお
いしさや、JAタウンに開設した特設
ページを紹介するＣＭを制作し視聴
者の皆さんをJAタウンへ誘導しまし
た。

第3話で野菜の播種や収穫を体験 直売所で購入した食材で料理対決（第5話）

動
画
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
意
義
や

気
づ
き
を
語
る
石
川
選
手

「
大
地
の
エ
ー
ル
」を
演
奏
す
る

 

習
志
野
高
校
吹
奏
楽
部
の

 

み
な
さ
ん

花にまつわる曲を演奏するchayさん

第9話で稲刈りを体験 虹コンが育てた「虹米」を直売所で販売（第11話）

実演販売士“ボス水野”さんが出演するCM

「焼肉の土俵」広告を敷いて自宅で焼肉

最終回・第12話「感謝のライブ編」はこちら
動画はこちら

虹コンと“食と農の魅力”を発信

農家応援企画

コロナ禍での消費喚起  和牛や花の消費拡大キャンペーンを展開

８月29日「焼肉の日」

11月29日「いい肉の日」

今年度の取り組みを紹介します

コロナ禍での農家応援や
消費喚起、食と農の魅力発信

JA全農COUNTDOWN JAPAN "HanaUtaFes"

JA
 Z

ennoh W
eekly
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集
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　全農は、広報活動を通じた社会貢献（SR）や国産農畜産物の消費拡大に取り組んでいます。コロナ禍の中でも安全・安
心な農畜産物を届けてくださっている農家の皆さんへ感謝と応援の気持ちを届ける企画「農家応援企画」や、新型コロナウ
イルスの影響を受ける農畜産物の消費喚起、アイドルグループと連携した幅広い層への食と農の魅力発信など、今年度の
取り組みを紹介します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　  【広報・調査部】

　コロナ禍でも安全・安心な農畜産物を届けてくれる農家
の皆さんに感謝と応援の気持ちを届けることを目的に、「響
け！ 大地のエール『#農家の皆さんありがとう』プロジェクト」
を実施。全農所属の卓球日本代表・石川佳純選手がプロ
ジェクトの意義や農家の皆さんへの感謝と応援の気持ちを
動画で伝え、この想いに賛同した千葉県・習志野高校吹奏
楽部の皆さんが全農のCMソング「大地のエール」を力強く
演奏する動画を公開、累計66万回再生されています。
　また「全農広報部スポーツ応援」公式Twitterでは、全国
47都道府県のお米やお肉などの特産品が
当たるプレゼントキャンペーンも実施しました。

　新型コロナウイルスの影響を受け、畜産物や生花などの需要が落ち込み、それらの消費喚起を目的に、キャンペーンを
実施しました。

　花の需要喚起を目的に、ラジオ局TOKYO ＦＭと合同で
“花”にまつわるアーティストが集結するオンラインの夏フェス
「ＪＡ全農COUNTDOWN JAPAN “HanaUtaFes”（ハナ
ウタフェス）」を9月27日に開催しました。「あなたの代わりに
お花がライブに参加」をコンセプトに、特設サイトで花を購入
すると、アーティストと一緒にライブを彩った花が後日、自宅
へ配送される仕組みをとりました、ＪＡタウンでは特設ページを
開設し、会場を彩る花を販売しました。また、花の消費拡大
に向けたTOKYO FMとの合同キャンペーンも実施しました。

　昨年10月に「全農の食の応援団」に就任した虹のコン
キスタドール（以下、虹コン）と、7月からYouTube番組「全
農presents届け！ファンファーム」（全12話）を放送していま
す。番組では虹コンメンバーが田植えや稲刈り、野菜の収
穫などの農作業、直売所訪問、お米の収穫や販売など、さ
まざまな経験を通し、食と農の大切さを伝えています。
　次号12月21日号は、JA全青協・田中
圭介会長との対談をお届けします。

全農はこれからも、広報活動を通じた農業への理解促進や国産農畜産物の需要喚起などに取り組みます。

　8月26日にメディアを対象とした
「和牛サミット」を開催。コロナ禍にお
ける和牛を取り巻く現状を伝えること
を目的に和牛の生産から流通加工、
販売に関わる業界の方々によるトー
クセッションを行いました。８月29日
「焼肉の日」は自宅で焼き肉を楽しん

でもらおうとグラフィック広告「焼肉の
土俵」を主要スポーツ紙に掲出。この
広告にはこの夏の頑張りを労いごほ
うびに和牛で元気をつけて欲しいとい
う願いをこめた「じぶ
んに、ギュウ。」マーク
も登場。今後もこの
マークを長期的に活
用していきます。

　11月29日はＢＳテレ東が実施する
「ＢＳテレ東 いい肉の日」に全面協力。
BSテレ東ではこの日は朝から晩まで
一日中「肉」をテーマとした特別編成
を行いました。番組からの取材依頼

への対応やBSテレ東と合同でプレ
ゼントキャンペーンも実施。実演販売
士“ボス水野”さんを起用し和牛のお
いしさや、JAタウンに開設した特設
ページを紹介するＣＭを制作し視聴
者の皆さんをJAタウンへ誘導しまし
た。

第3話で野菜の播種や収穫を体験 直売所で購入した食材で料理対決（第5話）

動
画
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
意
義
や

気
づ
き
を
語
る
石
川
選
手

「
大
地
の
エ
ー
ル
」を
演
奏
す
る

 

習
志
野
高
校
吹
奏
楽
部
の

 

み
な
さ
ん

花にまつわる曲を演奏するchayさん

第9話で稲刈りを体験 虹コンが育てた「虹米」を直売所で販売（第11話）

実演販売士“ボス水野”さんが出演するCM

「焼肉の土俵」広告を敷いて自宅で焼肉

最終回・第12話「感謝のライブ編」はこちら
動画はこちら

虹コンと“食と農の魅力”を発信

農家応援企画

コロナ禍での消費喚起  和牛や花の消費拡大キャンペーンを展開

８月29日「焼肉の日」

11月29日「いい肉の日」

今年度の取り組みを紹介します

コロナ禍での農家応援や
消費喚起、食と農の魅力発信
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全
国
複
数
地
域
で

事
業
化
を
検
討

全
農
で
は
令
和
元
年
度
か
ら
３

か
年
の
事
業
計
画
で
、
重
点
施
策

の
一
つ
に
「
元
気
な
地
域
社
会
づ
く

り
へ
の
支
援
」
を
掲
げ
ま
し
た
。
そ

の
具
体
策
と
し
て
盛
り
込
ん
だ
の
が

「
農
泊
」
の
事
業
化
で
す
。
こ
れ
に

基
づ
き
、
令
和
２
年
度
か
ら
は
各

地
に
事
業
の
提
案
を
本
格
化
さ
せ

て
お
り
、
複
数
地
域
と
事
業
導
入

の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
地
域
の
J
A
組

合
員
の
方
々
ら
が
管
理
に
悩
ん
で
い

る
空
き
家
を
、
農
泊
に
活
用
で
き
る

施
設
に
改
修
し
、
県
・
地
域
の

J
A
グ
ル
ー
プ
と
連
携
し
な
が
ら
全

農
と
農
泊
の
専
門
業
者
で
施
設
の
運

営
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
空
き
家
を

所
有
す
る
組
合
員
の
新
た
な
収
入
源

に
し
て
い
た
だ
く
狙
い
で
す
。
空
き

家
を
宿
泊
で
き
る
よ
う
に
改
修
し
て

国
内
外
の
観
光
客
な
ど
を
受
け
入

れ
、
地
域
で
農
作
業
を
体
験
し
て
も

ら
っ
た
り
、
農
産
物
直
売
所
で
地
元

産
品
の
買
い
物
を
楽
し
ん
で
も
ら
っ

た
り
し
て
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に

つ
な
げ
た
い
考
え
で
す
。

ま
た
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
働
き
方
改

革
と
し
て
「
テ
レ
ワ
ー
ク
」
が
急
速

に
拡
大
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り

地
方
へ
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
お
試
し

移
住
、
２
拠
点
居
住
、
さ
ら
に
は
移

住
、
定
住
と
い
う
流
れ
が
出
来
つ
つ

あ
り
ま
す
。
そ
の
際
必
要
と
な
る「
１

棟
貸
切
宿
泊
施
設
」
の
ニ
ー
ズ
は
高

ま
っ
て
お
り
、一部
に
は
昨
年
対
比
３

０
０
％
の
売
り
上
げ
と
な
っ
て
い
る
例

も
。
空
き
家
を
こ
う
し
た
「
１
棟
貸

切
宿
泊
施
設
」
に
改
修
し
事
業
化
に

結
び
付
け
る
、
非
常
に
大
き
な
好
機

が
到
来
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
充
実

コ
ラ
ム
、
動
画
も
発
信

 

昨
年
10
月
か
ら
運
営
を
始
め
た

農
泊
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
農
泊

　・n
e
t
」
の
充
実
も

図
っ
て
い
ま
す
。
全
国

各
地
の
農
村
の
宿
や
農

作
業
が
体
験
で
き
る
施

設
、
魅
力
的
な
地
域
の

食
を
味
わ
え
る
お
店
な

ど
を
掲
載
、
宿
泊
予
約

も
同
サ
イ
ト
か
ら
行
え

る
よ
う
改
修
中
で
す
。

こ
う
し
た
各
地
の
農
泊

施
設
の
情
報
を
徐
々
に

増
や
し
て
い
る
他
、
農

泊
の
魅
力
を
伝
え
る
コ
ラ
ム
や
動
画

の
発
信
も
始
め
ま
し
た
。「
農
泊
っ

て
ど
う
い
う
も
の
？
」
と
い
う
素
朴

な
疑
問
か
ら
、「
こ
ん
な
近
く
で
農

泊
を
楽
し
め
る
ん
だ
！
」
と
い
う
声

に
も
応
え
ら
れ
る
内
容
で
す
。

　
組
合
員
の
所
得
向
上
や
遊
休
地
域

資
源
の
有
効
活
用
、
関
係
人
口
の
創

出
に
つ
な
が
る
農
泊
事
業
を
「
地
域

活
性
化
に
資
す
る
重
要
な
取
り
組
み
」

の一つ
と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。
当
金

庫
は
、
農
泊
事
業
実
践
協
定
を
基
軸

と
し
て
、Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
の
全
国
的
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
幅
広
い
顧
客
基
盤
を

生
か
し
な
が
ら
、①
農
泊
事
業
に
取
り

組
む
Ｊ
Ａ
組
合
員
等
へ
の
資
金
対
応

（
農
泊
ロ
ー
ン
等
の
商
品
企
画
・
改

善
）、②
農
泊
事
業
者
と
取
引
先
企
業

と
の
ビ
ジ
ネ
ス
マッ
チ
ン
グ
、③
農
泊
地

域
へ
の
送
客
を
目
的
と
し
た
取
引
先

企
業
等
と
の
連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
農
泊
地
域
で
は
交
流
人
口
を
増
や

す
た
め
、
農
業
体
験
や
郷
土
料
理
な

ど
の
「
食
」
と
「
農
」
に
関
す
る
資

源
を
磨
き
上
げ
、
観
光
客
の
獲
得
に

向
け
た
取
り
組
み
を
開
始
し
て
い
ま

す
。
昨
今
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
や
働

き
方
改
革
な
ど
の
社
会
変
容
に
よ
っ

て
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
半
農
半
Ｘ
な

ど
の
新
た
な
地
域
と
の
関
わ
り
方
も

注
目
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
農
協
観

光
は
、「
農
泊
」
に
取
り
組
む
地
域

と
連
携
し〝
地
域
資
源
を
活
用
し
た

着
地
型
商
品
の
開
発
・
販
売
〞に
取

り
組
み
、
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
し

て
い
き
ま
す
。

　
全
国
で
農
泊
事
業
に
取
り
組
む
地

域
の
事
業
者
と
自
治
体
の
農
泊
推
進

を
支
援
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

専
門
家
の
知
見
を
集
め
、
地
域
づ
く

り
か
ら
商
品
開
発
、
販
売
集
客
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ
提
供
や

研
修
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
を
開
き

多
角
的
に
サ
ポ
ー
ト
。
コ
ロ
ナ
時
代
に

も
対
応
し
て
い
け
る
農
泊
の
あ
り
方

を
、
事
業
者
の
皆
さ
ん
の
み
な
ら
ず
、

行
政
や
政
治
に
対
し
て
も
提
言
し
、

J
A
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
の
農
泊
推

進
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

農
泊
の
事
業
化へ
取
り
組
み
本
格
化

空
き
家
改
修
し
拠
点
化
、

　
　ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
充
実
、他
団
体
と
連
携
も

　全
農
は
、
農
山
漁
村
に
長
期
滞
在
し
、
そ
の
地
域
の
自
然
や

伝
統
文
化
、
農
林
漁
業
な
ど
に
触
れ
合
い
、
そ
の
地
域
の
人
と

の
交
流
を
楽
し
む「
農
泊
」の
取
り
組
み
を
本
格
化
さ
せ
て
い
ま

す
。
地
域
に
人
と
消
費（
需
要
）を
呼
び
込
み
、
地
域
経
済
を
活

性
化
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　

  

【
く
ら
し
支
援
事
業
部
】

農
林
中
央
金
庫

株
式
会
社
農
協
観
光

一
般
社
団
法
人

日
本
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
協
会

　
全
農
は
農
泊
の
推
進
へ
、
今
年
３
月
に
は
全
農
と
農
林
中
央
金
庫
、
農
協

観
光
、
日
本
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
協
会
の
4
団
体
が
連
携
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

各
団
体
と
連
携
し
て
、
さ
ら
に
取
り
組
み
を
加
速
さ
せ
ま
す
。

取
り
組
み
加
速
へ
4
団
体
が
連
携

空
き
家
を
改
修
し
、

活
性
化
の
拠
点
に

農泊ポータルは
こちらから

4団体連携イメージ

https://nohaku.net/
農泊.netのトップページ
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に
し
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い
た
だ
く
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い
で
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。
空
き

家
を
宿
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で
き
る
よ
う
に
改
修
し
て

国
内
外
の
観
光
客
な
ど
を
受
け
入
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、
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で
農
作
業
を
体
験
し
て
も

ら
っ
た
り
、
農
産
物
直
売
所
で
地
元

産
品
の
買
い
物
を
楽
し
ん
で
も
ら
っ

た
り
し
て
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に

つ
な
げ
た
い
考
え
で
す
。

ま
た
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
働
き
方
改

革
と
し
て
「
テ
レ
ワ
ー
ク
」
が
急
速

に
拡
大
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り

地
方
へ
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
お
試
し

移
住
、
２
拠
点
居
住
、
さ
ら
に
は
移

住
、
定
住
と
い
う
流
れ
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出
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あ
り
ま
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必
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と
連
携
し〝
地
域
資
源
を
活
用
し
た

着
地
型
商
品
の
開
発
・
販
売
〞に
取

り
組
み
、
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
し

て
い
き
ま
す
。

　
全
国
で
農
泊
事
業
に
取
り
組
む
地

域
の
事
業
者
と
自
治
体
の
農
泊
推
進

を
支
援
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

専
門
家
の
知
見
を
集
め
、
地
域
づ
く

り
か
ら
商
品
開
発
、
販
売
集
客
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ
提
供
や

研
修
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
を
開
き

多
角
的
に
サ
ポ
ー
ト
。
コ
ロ
ナ
時
代
に

も
対
応
し
て
い
け
る
農
泊
の
あ
り
方

を
、
事
業
者
の
皆
さ
ん
の
み
な
ら
ず
、

行
政
や
政
治
に
対
し
て
も
提
言
し
、

J
A
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
の
農
泊
推

進
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

農
泊
の
事
業
化へ
取
り
組
み
本
格
化

空
き
家
改
修
し
拠
点
化
、

　
　ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
充
実
、他
団
体
と
連
携
も

　全
農
は
、
農
山
漁
村
に
長
期
滞
在
し
、
そ
の
地
域
の
自
然
や

伝
統
文
化
、
農
林
漁
業
な
ど
に
触
れ
合
い
、
そ
の
地
域
の
人
と

の
交
流
を
楽
し
む「
農
泊
」の
取
り
組
み
を
本
格
化
さ
せ
て
い
ま

す
。
地
域
に
人
と
消
費（
需
要
）を
呼
び
込
み
、
地
域
経
済
を
活

性
化
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　

  

【
く
ら
し
支
援
事
業
部
】

農
林
中
央
金
庫

株
式
会
社
農
協
観
光

一
般
社
団
法
人

日
本
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
協
会

　
全
農
は
農
泊
の
推
進
へ
、
今
年
３
月
に
は
全
農
と
農
林
中
央
金
庫
、
農
協

観
光
、
日
本
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
協
会
の
4
団
体
が
連
携
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

各
団
体
と
連
携
し
て
、
さ
ら
に
取
り
組
み
を
加
速
さ
せ
ま
す
。

取
り
組
み
加
速
へ
4
団
体
が
連
携

空
き
家
を
改
修
し
、

活
性
化
の
拠
点
に

農泊ポータルは
こちらから

4団体連携イメージ

https://nohaku.net/
農泊.netのトップページ
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JAしみずアンテナショップきらり
（静岡県）

　駿河湾に面した日当たりの良い南斜面で育った、静岡
生まれのイチゴ「紅ほっぺ」と「きらぴ香」を一度に楽しめ
るセットです。
　静岡県産イチゴの代表格「紅ほっぺ」は、甘みと酸味の
バランスが絶妙です。「きらぴ香」は2014年に登場した新
品種。キラキラとした宝石のような輝きに、品の良い甘みと
フルーティーな香りが特長です。
　各2パック（計4パック）でお届けします。イチゴの食べ比
べを楽しんでみませんか。

JA全農のインターネットショッピングモール

JAタウンはこちらから https://www.ja-town.com
お問い合わせは shop@ja-town1.com

ご注文は
こちらから

紅ほっぺ＆きらぴ香 デラックス 各2パック
……4500円（税込み）

「とくしまブランドde簡単料理コンテスト2020」開催
高校生が「徳島県産生しいたけ」で朝食レシピを競う

　徳島県本部が協賛する「とくしまブランドde簡単料理コンテスト2020」の最終審
査が11月23日、徳島市の四国大学短期大学部で開かれました。 【徳島県本部】

　当日は１次審査を通過した高校生6組が90分間で実際に調理を行い、試食審査で最優
秀賞など各賞が選出されました。
　このコンテストは高校生を対象に、高校生自身が「食べてみたい、作ってみたい」と思える
ような、忙しい朝でも簡単に作れるワンプレート朝食レシピを募集したものです。レシピは野菜
の総使用量が120g以上であることに加え、徳島県産農産物を使用して栄養バランスがと
れていること、指定された徳島県産ブランド食材を使用することを条件としています。5年目の
開催となる今年の指定食材は、徳島県産の「生しいたけ」でした。
　徳島県本部は食育活動の一環としてこのコンテストに協賛し、毎年指定食材を提供して
います。

　酪農や畜産などを学ぶ学生を対象にした「酪農の夢」コン
クールは、日本の酪農の未来を担う学生たちに、若者らしい「情
熱」や「大きな夢」をつづってもらい、将来への希望を膨らませて
もらうと同時に、自分自身を見つめ直し、
これからの学習意欲や就農意欲を高めて
もらうことを目的に実施しています。

第14回「全農学生『酪農の夢』コンクール」開催第14回「全農学生『酪農の夢』コンクール」開催
　酪農部は11月18日、今年で１４回目を迎える「全農学生『酪農の夢』コンクール」の
発表と表彰式を東京・大手町の「アグベンチャーラボ」で開きました。　　　 【酪農部】

JA全農提供FM番組（TOKYO FM／JFN38局）
毎週木曜日15：50～16：00（放送時間はFM局で異なります）
国産農畜産物の魅力や美味しさをお届けします！

90分の持ち時間で朝食レシピに腕を振るう高校生

出来上がり最終審査を待つ六つの作品

全農のHPでは入賞者9人の「酪
農の夢」を本人の朗読で紹介し
ています。ぜひ、お聞きください。

　今年はコロナ禍にもかかわらず146作品の応募があり、最優
秀賞には京都府立農芸高等学校の宅間加鈴さんの「じぃちゃん
の想い～繋ぐ私の夢～」が選ばれました。

酪
農
部
の
深
松
聖
也
部
長
か
ら
表
彰

を
受
け
る
最
優
秀
賞
の
宅
間
さ
ん

９
人
の
受
賞
者（
う
ち
リ
モ
ー
ト
出
席

４
人
＝
右
上
）と
担
当
の
先
生
方

おも

かりん

つな

若者らしい情熱や
　　  大きな夢つづる

日
本
産
米
使
う
宅
配

　
　「和
弁
当
」販
売
ス
タ
ー
ト（
全
農
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
香
港
㈱
）

新型コロナ対策徹底し対面方式で
「秋の朝市」（富山県本部）

「岡山農畜水産物マルシェ 
  ～おかやまるしぇ～」開催（岡山県本部）

JAグループ宮城
「農業機械大展示会2020」開催（宮城県本部）

コロナ禍での農家応援や消費喚起 
今年度の取り組みを紹介（広報･調査部）

「とくしまブランドde簡単料理コンテスト
 2020」開催（徳島県本部）

第14回「全農学生『酪農の夢』コンクール」
開催（酪農部）

ＪＡタウンショップ紹介
　JAしみずアンテナショップきらり（静岡県）

2面

Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

https://www.zennoh-weekly.jp/
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7
面

82

4-5

3

取り組みが本格化する農泊の事業化（６－７面）

香港で販売を始めた「和弁当」（２面）

第１４回「酪農の夢」コンクールで入賞した
皆さん（８面）

農泊の事業化へ取り組み本格化
（くらし支援事業部）
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「東北六県絆米」新パッケージへ
リニューアル （全農東北プロジェクト）

Web
限定
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